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5 万介の 1 地TI図福説去
説明書 T比

内 (旭川一第 3の

北海道地下資源調査所

北海道技師小山内 照

はしがき

空行者は，昭和'27年 6 月から 7 月にかけ、ての25 日 1m および 11日手[128年 6 月の数

日間，あわせて約 1 ヶ月間，稚内地}j'lD地1{!f'mIO賓に従事した。と L にのべる

のは，その結県の概要である。なお，野外作業は技術布Ii石山昭三の援助のも

とに， jなこなわれたととを明記する。

との地域は，地質学的には，北海道ω第三紀合泊}昔で、構成される天北油田

の，北端部にあたっている。したがうて，明治年間から産油地としてしられp

ており，いままでに多くの地質調査がおとなわれ，その結果が発表されてい

るo その主なものは，小林儀一良[S 1)石田義雄 2〉，飯塚保五郎 3〉，竹原千ー壬

などの報告である。

小林fm一良ISは，明治45年，北児f~\t1宗谷JtBlD西部(稚内図幅地域もふくんで、い

る〉から天塩同天塩郡の北部にわたる査がJi:If~を調需し，合計 Ifl青は，第三紀府

であること在明椛にした。同時にJI!!ICtfll.民主が，かなり有望な状態をしめして

いることをのベた。また，地表斉から判断すれば，合油!膏としては，砂岩

の少ない上部よりは，砂汗y 傑汗 I乙日む下部の方が，有望で、あると結J命してい

る。その後，渡辺久吉は，遠別llhfHおよび宗谷油田を，小林儀一郎は，天塩油

田など，稚内図IV誌の隣接地域οヨM空をすすめて，天北地域の地質系統を，分布

。上からあきらかにしていった。 1Jft辺久吉は，大正7~F ，とれらのデ資f料をもよ

くめて司中部t0'よび東部北山道の第三紀!杏について、総括的にまとめている。

石川義雄は，大正12イj'.， '}ミ北れh川 JH~:ljA~の ，1m査長lilt県を総J可 I ， 第三紀府を，

下から合炭・層，忠jkE;別居，増税作f ，稚内九i ， 戸 IIH唐， J)J9;1l砂岩，最上部)吾に



わけた。その際，士宮幌)吾と稚内唐去のlfI1 に，あら介にイミ整合を発見し天北

地域の油!吾ο本休は，不整合がら下の増'\1兄肢であることを i引かにした。した

がって不整合から!二の忠清で、つくられている合泊博士吉.tll!帯に試をおろす場

合には， このような不整合にういて，充分イ日;ほしなければならないことを指

摘している。附和10~ドから油川郡査事実。一部として，飯塚保五郎は，稚内

図隔の東隣にあたる宗谷iEOFH全域を， また竹!ポ-'ii.ーは， 11討手U12~1ミ，稚内油田

地域を調査して，第 1 表ο ような)昔序k樹立した。

第 1 表

ζれらの密資料は， ζω図Ijl!l'jの I;J，'~脊子，ナ」ふうで :φ くろえに fじたからすτ

参考になうた。

宇R.-fl1- vこ入るにさ;すだち， Jよ~ !i1~で，佐[J Hl ;i.g~ , :i:t:P1山誌をた+わった，二 l七d:i J立た

学理学部地質学鉱物字教室教授早坂一良 IS 同士，同助教授 i#iE 雄 r! ，~l 士ならびに

之 ι2



化石ο鑑定で，協力をたまわった同教京大学院特別研究生ff'!.性悟学士に厚く

御札1\1 しあげる。 7七た，いろいろと御N!lfをたまわった宗谷支庁店業if果，な

らびに枕内 l /j役所在日 IIi~j I-/l. ULf: 誌の作 fむこ，泌くサ Jする。品後に， 乙の J版文の

校FfJをたまわク'k，北海道地下資源調査所技師 i崎藤昌之学士，北北理学部助

教授決 E雄博士に I7. く島市 L巾しあげる o

第 1 辛位置台よびび交通

この図 IP; cD しめる 1v: tH は，北緯 45°20 ノ ，..，.. 45°30 ' ・東経 141 3ー0'""'-'141ー45'

の範囲であうてp 北海道・の北端部に位置し札幌からは，約260kJncD北方に

あたてコている o 図版の全域は，稚内市に編入されている。稚内市は，宗谷支

庁，市役所，営林吉などがあてコて，北部北海道の行政の中心地であるばかり

でなく，かつて，梓太へρ連絡港として栄えた道北唯一の良港をかかえて，沿

海漁業の中心地でもある。この土うなわけで，交通のイ更は，比較的良好であ

る。すなわち，宗谷本線・北見線の，雨間鉄線の柊始発駅があれま?と，市

符地を中心としたパス路線， J.立路も発達し， さらに浴 i二交通としても，市L:丈島

.利尻島への定期航路の発7tfがむとなわれている。

しかし，市街地をはなれJた，京市郊の丘陵地で、は，わすτかな地方費道と開

拓道路が通じているだけで， J主佼地は全面が熊笹でお長われ，まだまだ未聞

の状態からぬけていないので，調査には， i言いぶん背労をともなった。

第 2j台 気候bよび産業

こ D地域は北海;立の北角町?日に位置し，そο うえ，外η2 にさらされているρ

で，各月を通じて，一般に寒冷である。

手話から夏にかけては， mdIJcの影響で， 1伝:73j-VC，みまわれることが少なくな

い。しかも，市西風が卓越していて，降水量も，比較的多く， llr!)"天にめぐま

れる n は，かなり少ないようである。しかし，秋期， ことに10月になると札

--3-



1J呆附近にくらべて，むしろあたたかい日があり， 日 nH時数も多くなっている

のが円につく。冬にはいると，北川i風が t;i.，!主して，気温もかなり低ドナるが

降雪量・積雪量は，むしろ，泣央各地にくらべ亡少ない。冬期間でも，稚内

港が凍結することは，まづたいが，そのかわり， 1 月から 2 月にかけて，北

方海上からの，流氷になやまされることが， しばしばあるということであ

る。

戦前，稚内詫与を基地とした遠洋漁業や，樺太就航を，たよりに発展した稚

内が，敗戦とともに，樺太との交通をうしたい，遠洋漁場をうしたにうて，疲

弊のどんぞこにあえいでいたのが，昭和20年から 22年頃む稚内であった。し

かし弐第に7KB主力n工業や沖合漁業へ切替えてたちなおわ的港稚内として

護民してきた。 fiB和24年には，都市計画は進民し，市f~Uがひかれ，石炭積出

港としての埠頭設備は完備し，市営煉瓦工場が設置されるなど，樺太への交

通と遠洋漁業をたちきられて，ナっかり沈滞した段戦当時の，わびしい感じ

は，いまではなくなってしまったようであるョしかし，このような護展のか

げに，いぜ、んとして，荒ぶ地のひろがてコているのが臼にワく。いわゆるグ特

殊気象地.帯グとよば九る， この荒ぶ士山は， よしのしげった漁地帯や熊笹と雑

草の恥いしげった丘陵台地である。そとでは，営農は極度にむづかしく，開

拓農家の実情には，同情を 27旬、じえない。

また，明治ρ初めから昭和 7 --·8 年にわたうて，試掘採、泊されたチカップ

油井ふいまでは，まったくかえりみられない状態にあるが，石油のほかに

は鉱既資源に恵まれない地域としては，今一皮検討してみる必要があるよう

に忠われる次第で、ある。

第 3 草地 形

この地域白地形は，大別すると三つの地形区からなっている。すたわち，

(1)，隆起台地と考えられる地域で、数伐の平坦 I可がみとめられる牛島部と，

東部の丘陵台地

-4-
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第 l 図地形直分図

1 a・ 宇島部丘陵地

1b 東部丘陵台地

2 a 砂丘

2b 崖錐・扇扶地

2 c 潟地. ltx地

3 i毎庇台地

(2)，河川，的7;-~ ， i'胡IFにひろげられた沖積地。

(, 31 , 1M而ド~こ決しているが，半島部の海岸線をとりまいてる海底台地の 3

-5-



つである。

1 は， 200m 以下の!行をおよび力 1·1I~からなっているが，基幣を構成する ~rf

)昔の五!立さ V'.J +8呉が， JU~)rb心 r(;j f11 ~乙)正 [ll，たしているの:ぅ)，あきらかにみとめられ

るので， さらに，

九)，稚内)膏が分布している牛島部の丘陵地

b)，芦問)育を基盤としている東部の台地

の 2 つに細川するたとができる。

九は，図幅の最高点210.8m円 rn丘を中心とし， その麓に， 200 ，...... 180m ・

175 ，...... 150m ・ 120m. 80m ・ 60 ，...... 30mなどの段丘耐.と考えられる平坦而が設建

即時、九九一向...，.....-守町一ーユ一二判 明一一一
\\恥\

一一一一 一一一一 一一一二~-.~'----三-"._-竺士竺h
.J<
醐開園輔院主

第 2 図稚内宇島部の陵線スカイライン

し〔第 2 図参 lf({J ，とくに， 80m および 6~)~30m 両 (40 mr百と呼ぶことにする

)は技法保存が良好で、あれあきらかに，そ心上に士!と積物をのせている。と

のよう左数段の而の発達。状態は，わづか 260m の谷をうづめて復元しただ

けで，上ういに知る事ができる〔第 3 図参 moo と L で興味あるのは， 80m

・的 m·n' Jfは， ともに[司法ム岸側にくらべて，東海岸側で発注が良好たととであ

る a とれは， .)民主の f也構造と関係があるのではないかと考えられる。水

b では， ~~:3 図でもわかるように九での 100m 以上の平坦[可はみられ宇，

94m を最高点として，ほとんど p 九でのベた 80mr 百台よび 40m.固で切られた

*背科紬が、同 if手中 lとか夫ょっと L 、て、 JHt 居。 i境計 i工、が v 、じて、西側。方が、急であ

るコしかも、校内貯はか Jよ~)品 jii'IL ヂすい。したがって、地層の同訴の念な西側が、

〈づれやすく、そ eD1: めに、段 l王百がて。きても、 i1~J{t などぐ埋哉されたのてっ I ないカ

と考えられる。

-6-



l附 2置~ 3000 4鰍冊

第 3図谷幅 250m をうづめた地形複元園

高低差の少ない平坦な台地 7肢をあらわしている。しかも， この地域でもこの

ような面の上には，九のものとあなじく堆積物をのせていて， 80m ・ 40m 面

は九島よび br ，こ共通な段丘とみることができる。

このような a ・ b にみられる数段の平坦面は，この図柄地域 lこかぎられたものではな

く，東 r なりの宗谷図幅*ぐ L海蝕崖と考えられる高さ 20m 前後の，明瞭な地形変移椋

を J\ だてて， 240m ・ 220m ・ 20Jm ・ 180m ・ 150m ・ l ラOm ・ 100m ・ 80m ・ 60 -40111'111:...

*小山内照: 5 万分の 1 JUl 質図幅説明書「宗谷 j 北海道地下資源調査所，昭和 27 年度か

ら調査にか込っているが，昭和 29 年度調査完了，昭和 30 年度印刷の予定である。

-7-



の平坦面が，第 3 紀唐ばかりでなく，白塁手己居からなって u 、る山地也-IJJ -::::Jて発達し，

fir:伎のものほど，面がよく保存されている。京谷図柄地域 it ，まだ調査を完了してい

ないの σ ， I三'i1主の wiの上にも， J:ilJA物~~つぜ 1ごいやか「う;ト(:.t，あさらカじ(~ないが，

今までわかヲたことは，少なくとも lOG-110m 以 I" の千担而の上には rの段。もので

し堆積物をのぜて u、ることをみとめた。したがジて，このような平坦面品，いちお

う段正面と考えても，さしっかえないであろう。そこぐ，段正面の保存状態から次の

ような段丘群に分類した。なわち，

1, 240一一-220←一一200 一一 180m ・・・高校段目:若手 (てのうち 180m 商 It ，;O通なり発達し

ている) .)

150 一一 13J--100 1ll面・・・・・・・・・中位段 II: 群

80 一一 -60-40 面………ー…......低位段 i王群 (3 :I洋 dつうちで，もツとも! <発達

L，保存も最良である〉。

の 3 1咋である。この L うな段百二群 (;1.)~達の概略 it 江H 図。 ι うぐある。

2,
3 ,

直一一一1一一一- u 一一一ー一一一- I 一一一-，

:戸中斗三ヨーラ空三
T , c:---:::三そっごゴプ三ごニ εr 一三-~

,--

j --~ .~'I~..-~輔副函
τァー{骨{一一一一五え一一一一

第4図 宗谷，稚内附近の段丘平坦面接還の模式聞

I:高位段丘群 ]I:中作段丘群 ill:1!f1立段丘1ftュ

Cr: 白亜紀居 '1'r:第三紀府 Nk: 沼川居

A :沖積堆積物

堆積物をのせている80m ・ 40九 .1)に発達し，上にのベた分知にしたがって，

それ以 J-，i7-.J向さの両また，m而は，低位段丘群にふくめられるものである。

中位段丘群に属するものである。それぞれ，高位段丘一群，は

河川の沿岸，海岸，湖岸など，海面上せいぜい 5.-..-10 m.ていどの千2 は，

さらにP坦地にひろがうているが，

九)，海岸線に発達している砂丘地形

h) ，牛島の出麓に発達する f主錐・扇状地地形

河川，湖水島よび海岸線沿岸な E に発注している滋地島上び低地帯

の 3 つに京IHUリできる。

。)，

そり問にのこ

をもった砂丘の

2 子flco砂丘二列と，

これはう砂JJt i7-.J 性

-8-

同海岸市部にだけみられるもので，

された漁地・潟沼とからなっている。

a は，



発注と，地幣の\5~起とに上って， i島地・ ik3 inがのとされたものと考えられ

る。

b は，稚内)菅ノ) jjJJj貴{喋でつくらオじた，出i さがせいぜい，'5 '"'-10m ていどの，

き恥めて小型の出錐島よび扇状地であるo

。は，京部丘陵地でとりかこまれたi岳地や?11~積地，河川沿岸の沖積地およ

び海岸線。平地をさすもので，いづれも沖積居としてまとめた堆積物で構成

されている。

東部地域の低地， i黒地は，現在の河川であきらかに切りとまれており，ま

た士fh積物の中には，介殻を含む砂疎)菅が発‘遣していて，ヴい最近まで海水に

ひたされていた乙とがよういに推定できる。大出はその際のたごりであると

考えられJる。北海岸線に，わづ、かに発建する， 2'"'-3m の高さの砂府は，内

陸部の{民地より高く，一種の砂捉とみることができる o したがてコて，現在の

i岳地帯は，との砂堤の発誌にようて，内陸部にのとされた潟湖の痕跡と考え

るとと 7うまでぎる。

3. 北海道北端部には，稚内地域ばかりでなく，宗谷図師地域にも， 3 に

あげた工うな泊;底台地の発注が顕著で，北古同七海道心地形上の特もようとな

っているが枠内地域では，牛島部および戸!日 j岬にだけ殻達していて，

九)， 11長盤の士 w， JYi 古ちかなり硬い稚内尉からなっているととと，関係がある

ようであり

また海図によると，

b) ，とれらむ海底台地は，海面から，せいぜい 2~3m ていどの下にあっ

てその表面は，小さな凹凸にとんではいるが，大きくみると，ほとんど平坦

な台地状をあらわしている。

。)，台地の末端は，急:に切られて，深さ 8 '"'-10m にたっし，それ以下は，

ゆるやかなスロ{プをつくって，大陸棚とたっている。

め，稚内半島地域で、の，この海底台地は，地質構造線一一牛島部の内海岸

よりに北北西~南南東にはしる背斜軸一一ーの延長方向とは， まづたく無関係

に夜連している。
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第5図海鹿地形図

〈海上保安庁水路部・昭和23年刊行・昭和27年度修正済の海図による〉

e)，現在。宇品部に殻達する沖積地← 官官にのベた 2 ・ C にあたるー一一ーの

-10 ー



巾と長なじていどの巾をもっていろ。

f)，現在口沖積J也とはァゆくとも H ,......, fjJll.の落差がある。

といった特ちょうをあげることがでをご。とのことは， 1 でのベたような

段丘面として，かつて資建していたものが，海底下に沈 OF した II :t:，. V:f' れ段丘 II

と考えることによって，あるていど説明がつきそうである。

1 でのベこの ~H; 域の段丘群を，かりに最近あきらかにされた設問 7) 白老 8)

地方の段丘と対比するならば， rミi位段丘群としてまとめたものは.出 i位段丘

T1 (300---350m) に，中位段丘群は， q~ 段11: T2 (200---250m) に， 111:位段丘

群は，低位段1:1:T3 (100m) に，それぞれあたるものと考える。

この地域の水系は，いづれもむfI;路延長，流量・流域面積が小さく，利用価

値のないものである。た '::.'JL師会的に興味あるのは，宇品部にま芝注する小沢に

たいがい 5---6mていどの滝をもっていることで，各沢のこのような滝が，

ほぼ一直線 hにつら及。ていて， 1·創立段丘両に相当する，河川選移点である

ことカらあきら泊〉で、ある。

第 4辛地質概説

との地域を構成する地tJt系統は，キi

来菊新r庁f第一三紀)厨昔はほとんど図i賠陪の全域に!分ラ分士4俗f しているがP 岩ITからさらに， 稚

内!昔と，戸!日j府とにわけられる。 l~fJ:者は，硬 'f(ELiえ干の)豆居からなり，後者は

軟£iUJ己岩を，主体とする地)昔で，両者は， )J~に整合にiiJ1fr移する。この 2 17.)地

}骨は，いわゆる合油崎一--天北地域に校ー式IIせに設注している増幌厨にあたる

一一ーの上部V ， 冠油居として， ζ の地域一一ー天北地域もふくめて←ーに広く

護主主:する地居であり，合l[/r lf，r(増収居〉の指示居として，重要なものである。

また稚内妊にも ーある場合には，戸/lUほにも一一ー油併がみとめられるとと

があるので， JT:id'lの目 ({~Jのもとにしばしば.Wfj さくが， .:t5'こなわれている。

祈江~-~紀}叶どに.;J"Li::l6' うて，九'~fJ日告l:)叶が政出しているが，それは， iJfAU府にふ

くめられる訂 Jl附および低位以丘地杭物と， <i1LfliJ世にふくめられる砂丘居・

-11-



崖錐扇状堆積物および，沖積物とがある。

使式 I '.a
JjO I 柱状図 |号 考

'争 ft I,.
ー一 一一

.守

宥一ゴfぜff 質 傭

一
一
一
一
軒
六

第

四

紀

属事
墨書

事T
ー-

ー一一 -I Kも

新
roll

古書

世 府

十降旗

ノ両位、中位 l号I主群嗣り形成

←侵蝕

砂寅泥￥ f 砂質

ノト

IIt! m色軟質
U~ -~

(附払塊状)
火山恥質? >
t主績上質 f

o 0

~.~ _l.~ ~ ~ ｧ

3335;22
内

」

一

二

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

仁

一

一

」

一

一C

E一

一

一

一

一

一

←

8GO l.:)ト

,
d
e

稚

草野 内

ニ ご7正 三 二f

~ ~ 雪Wk

ι 岬 四 十 陸 窓

紀

i陪 暗号

暗 Z正 色
硬 質 頁 岩
〈 小 問 機 を 含 む 〉

P
i
l
s
-
-
E
E

・
E

・
-
E
T
A
-
-
-
E
'

-
M
世
唖
骨
密
権
限
￡

1

友降4

1
1
1
1
ψ

閥
、
一

小型回球tι宮司J

註質貰狩

砂質硬貨頁D
大マーノレ帯

第 6 図稚内国幅地質系統表

第 5 三宅新第三和片手

っている。

との地i!'~の新第三紀貯は，すでにのべたように，枠内居と戸間貯とか九た
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稚内審 nVk)

1913 ・大正 2!1ミ 小林f長一郎

1917 ・~ 6!'t~ II

硬質頁岩居 1 )

IViet足色瓦先居 9 )

1930 ・昭和ら年石田義 bfi: : 稚内居 2 )

1940 ・ 'I 11年飯塚保五郎 : 稚内頁岩厨:3)

1940 ・グ 15 年竹原平一 : 稚内硬質頁岩!百七

1949 ・ 'I 24 年 C , C , c : 稚内居 5 )

I950 ・グ 25 年北海道石炭協会: 稚内居 G)

この地}昔は， との図悩地域ではラギ品:M~にだけ露出分イrf しているもので，

模式部jた露出は西海岸でみるととができる。年品のほ段、中央部を境にして，

西側に露mする稚内f訟は，一般に NI0° ---30 0W ・ S'V10o___25 0ρ 定向・傾斜

をしめしているが，京側では ， NI00---300E • NE100---200ω一般走向と傾

斜とをしめしている。その際北方ほど稚内居の下部が，また南下するにした

がって， 上部が露出しているので，北北西~南市東ω方向にはしる市にしづ

んだ，一つの背斜~!l~が想定‘される。そのE総な位置は，地目図に示す通りで

ある。

との地居の下限は，図。h;中ではあきらかにされないが， J手さはtV くとも10

OOm以上あるととはたしかで、ある。

との地居の構成員としては，硬質Yi岩を主とし，ほかに砧fT頁岩・砂質頁

岩，砂舟・ J疑8(;!rr左どの部厨をはさんでいるo

全般(l1.Jにみると，垂直的に荒IMIの変化が少く，主として1lfl.ittJJ:[)t'-}よりなる

単調な堆干'if相をしめしている ωであるがフ しさいにみると，下·N!)から .t.tf~ え

と，ヨたにのべるような特ちょうがみとめられる。

最下部では，径 1.5m にもゐよぷ泥/)(団塊をかなりふくんで，一つの団塊

帯をづくり，特ちょうのあるめじるしとた足。ているo *

このI二千iii) にも， f玉 lO "，， 20cm の山皮質団球が多く， しは[ば、二粒介イヒ石を

ふくんでいる。このような tj;S ち主う在もうているのは，最ドf市から!乎さにして

ほ\:;' 100m. ていどであって 1- の iうようは，構成物のがあらく，

む L ん砂nrfV;·が，;(越している。"Ii布ないし市fIl~~\'，:砂汗や， if じ lt.n 1';· ， i疑右足先ri-

*模式的な先詮i工、チカップ北方「の前日1でみとめられる。(も;員凶版呑照)
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友~の薄居を， しばしば硬質砂賀民蒋の聞にはさみ，居理が，中部や上部に

くらべて，や L 明瞭でミある。また硬さも，た L くと，にぶい金属音をだすて

いどである。そDほかに，厨両にほビ平行な板状に，制理するのが特ちょう

である。

さらに100m ぐらいと部では，一般に頁岩が卓越していて，下部にくらべて

やっと泥質の堆積物からなるようになる。この部分・で、は硬さも減じ， }誉理も

不明瞭なととが多く，岩石はむしろ風化耐に千行に剥理するようになってく

る。また下部では，礁をふくんでいることはまれであるが，との部分では頁

岩の中に指頭大前後の円礁をタ散点的にふくんでいるのが，目立ってくる。

さらにcl立にいって，最上部とみられ ξ ところで、は，紙質頁岩が卓越して

ついに声問居に漸移するととになる。

以上のような岩質上。大区分は，イヒ石の合有状態にも大休において対応し

ているとみられる。すたわち，下部では，化石は泥茨質団球の中に入ってい

る ζ とが多い。また団球内でなく，頁岩そのもののI=f~ にみられる時でも，あ

るていど密集しているが，中部から上部では， /，尼岩あるいは民岩の中に散点

状に産Inするにすぎない。さらに最上部では，いちち、るしく化石が乏しくな

るのである。保存状態は，下部ほど良好であるo ま 'k化石の型休ο上からみ

ると，下部では， がいして， 大型の二枚介，例えばもっとも特ちょう的た

ものでは 'Thyα8iγα が多いがJ:郊では， Yoldiα や j}[aconw • .lv-ltc'l.dαnα など

の，比較的小型の二枚介で代去されている。例外としてた型の治γγipesがし

ばしば入'っている。

化石の種鋲では，下部には ， .lVeptuneα， Thyαsiγα， Se1・γipes ， Solem，yαたど

が圧当的に多いが，上部では ， Jfacomα， Yoldia, .lYttC，tdαna lD 限かに，うに

や魚、骨た芝をふくんでいるのが，特ちょう的であるo

硬貨頁岩 i t， IJ吉友色ないしDr'i! ぅ色をてし、 L，風化すると ， iJ~同色たし、し件j 白色に

かわる。表面に It ，しばしば黄色あるし、は背同色の粉末Jさ，おおわれていろことが多

¥...'0 また，風化して， *!喰化 iJ，; 7)"H 制民グ〉焔肢誌を， !k J"る ，j.J か特ち L うである才一

般に風化しなくても，角陵のある小説片に破砕するゾ);がつねだある。
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小林儀一郎 1)に L れば，この硬質頁ffの分析。結果it ，第 2 表。ょうである。この

結果と，あとでのぺる戸、ll司居心 ~J0~~\'-. の分折出来から，竹原平-4)lt稚内層の硬u 、の It

Sio 2 の量に L るものではなく ， -一一 f分析結果でJ工 Sio 2 Cつ量比は，稚内硬質頁岩く芦

間 i尼去となうている〉白雲質成分が多いからぐあると結論している。

第 2 表

」竺竺O2j怜十竺?山!竺山空♂O，~竺竺型j♂O3l{f一~o_l型?一斗!戸ω5ωo c一♂ E 20ザ01巾一ヤ戸a2ぞ沖?割?l円T一!竺O2坐竺竺ss坦臼竺~IJ
I i5285( 仰 066;ω( 印I 9仏υ.72[ 0.831 1.261 O. 判 20ω.38\ 肌 10

ι 卜川瓦九正;戸何 i 云 1i六工♂同可一瓦…… 7河70 1
I :推内， ウロンナイ産梓稚;内)暦音j硬硬主質f頁岩 「鉱物調査報告第 l凶4号 1)に L る〉

IT :稚内，ウエシナイ産声ド u居軟質泥岩

砧質頁岩 it ，暗友色な u、し暗褐色をしめす，佐賀竪硬な岩石である。が u、して，こ

の地居の下部の，頁去の問に，ひんぱんに数 Cm の持層，またはレンズ飲となヨて入ヲて

いるほか，まれに団球肢になヲて，ふくまれている。破砕商 l工，介殻日たである。

砂質頁岩 it ，下部にlO cm アよいじ 1m の持層で硯質頁岩と互居している。

砂岩 it ， r!l 粒ずれ、し細位の晴灰色竪硬なもので， 10 仁川前後の厚さて介在している。

凝友去 It ，決白色ないし柿色をていし，制約.のものである。石英粒，そのほかの鉱

物粒 It ，み、とめが 7こ u 、。ほとんど 5 elll 前後の j辛さのものである。

中部から上部にかげで，頁 ff ， i定、引の中にひんぱんに入合て炉る同諜 It ，指頭大〈守

ちいて fあツて，大部分が向広告されて u る。おもに，虫色粘板岩，チャー J- ，硬質砂岩

石英粒などかちなって U ‘ろ。

との地借から至をした化石は，次のようなものである。中古 1~ および上部から

産したものは，殺が地下水でとけさうて，印朱と Lてのこりているも ρが多

く，鑑定にたえるものは Fかない。

Solemy α tok 'll nαクαi Yok ・ (numerous)

.A eiZ α S]J' indet ・

Sα7 ・ept α eJ γ・ speeio i:J ct A.Adams (numerous)

Nae 'll lαna s]J' (numerous)

PO) ・t1 and ふり )0) ・ t1 川Idell u).7 αpοnie α(Ad ・ e-t Rev ・〉

Iと (J アol i1 iell η ) sp-iI ρi 人

Yo1dict ( 下oldi α) 勺)・

1r

• ((l lI eパ tel心lill) パp.

Vol!i ellαι)J・
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Thyαsiγα bisectαConmd

8eγγipes pα'upe?'c'ul'lls (Yok.) (numerous)

8. タγoenl αndic α (Brug.)

8.yokoy αmα i Otul 叫

S・ sp ・

fllα com α~ sp ・

5月'3pt 'll ne α sp. nov.

Nosp.indet.

E 麓間層 (lit)

1913 年

1930 年

1936 年

1940 年

1949 年

1950 年

小林儀一郎 :灰色頁岩層 1 )

石田義雄 :声同居2)

飯塚保五郎 :声fHj頁岩居 3 )

竹原平一:守 U

C , C , c :戸、日}j府 5 )

北海道石炭協会: グ 6)

との地居は，との地域では，牛島部をのぞく，大宇部に分布している。と

の図柄内での模式tifT，は，枕内市高附近から市方のj~， ゐよび宗谷線沿線であ

る。このほかの地域で、は，一般に露(Prがわるく，また露出があっても，居理

をしめすととがFかたい。したがって，詳細l た構造を知るととは，困難である

が，測定できた走向傾斜ーから，稚内是正の露出地域で想定された背斜軸の延長

された軸と，その西方に， それぞれ一本づづの背斜申軌!由hと向斜車軸i由h とが想定され

る。 地R府奇のf傾頃

f灯{斤?J線F和保)良A でで、 tほ土， さらにゆるくなヲて， ほとん E水平に近い構浩をとヴている。

すでにのべたように， ζ の士U!.J昔は稚内 j昔。1二に，神i移的に発達しているo

稚内南高校附近ρ崖で， しだいにやわらかい泥岩} ーいわゆる声問居一ーに

うつってゆくようすが観察される。稚内居との境は，まったく漸移的で，は

っきりした境を引くことができないが， :l)~~lk 会!O母JH1の詰部土TT泥岩の問現し

はじめからラいち£う声IHJj奇にふくめてとりあて，)かづた。と心地居。J:'部は

直接，第四紀居でお，もわれて V~ る。戸 IHI居の厚さは， 850m以上と算定され

4注。
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との図隔地域では， )手い軟質泥先で，お長まかにみると，堆積朕態は，稚

内居にくらべて，さらに単調で、ある。

下部は，称内居との漸移帯のようすをしめし，硬質頁岩の薄居をまれには

さんでいる。そθ上部には，軟質泥岩だけの，ほとんど無唐王里の砦相の堆積

がつどいているo とのようえ主，中下部にはy 稚内居ではよういに後見できた

ような，介化石はまったくみるととができない。しかし，上部になるにした

がって，砂民となってくる。まれに介化石石りふくんでいるとされているが

調査当時には，設見できなかった。

この地居を構成ずる岩石は，稚内居にくらdて，かたり軟弱で、あり，泥質

であること，珪藻土質欣をていしていること，また，裂目の愛濯がまれで、，

一般に塊駅タゴ民居理であること，などがp 稚内居の構成員と，ちがってい

る。乙のほか，風化しでも，縞模様のあらわれるととがゆく，化石の含有も

きわめてまれであるととも，戸間居の特ちょうとゅうととができる。

2i3022 第四来日)什

すでにのベた第三紀居色直接おおヲて，第四紀居が発注している。

との地域。第四紀居は，大別すると，洪積居群と，沖積居群とからなうて

いる。

洪積f昔群としたものは， さらに， m川居・低位段丘堆積物にわけられ，標

高BOm ,L:J,. 1-.の li:f，?~地あるいは政Ii:のうえに発建している。

沖積)骨群としたものは， さらに，砂丘構成物・崖錐扇jiR堆積物および沖積

厨にわけられ，おおむね， {'Ill積地を構成しているか，あるいわ沖積面白うえ

に護法している。

A 洪積}菅群

沼川居は，あまらかに低位段丘fIJiで切らオしているo

牛島官Gには 100m j;J,_L:の詰jff( ・中位段j王群と三}??えられる平坦而もあって

どれらのうえにも段£i:lih積物として，とりあっかわなければならたい堆積物
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が，のっている可能性がある。 Lかし露出がわるくて，それをはつまりとみ

とめることができたかったのでラ地質図。中には記入していない。沼川厨と

とのような高位あるいわ中位段丘面が? ど Lつような関係にあるかは， との図

幅では確認できなかった。恐らくは隣接図柄の地域で，あきらかにされると

とと期待している。

I 沼川麿 CNkJ

191 3 年小林供一郎 : 砂際・ 1:li土の互居 1 )

193 0年石田義雄:最i二部居 2 )

1936 年飯塚保江良l~ :沼川!母 3 )

1940年竹原ヱii-: 最上部統生/

194 9 年 c. c. c : 沼川居 5 )

1950 年北海道石炭協会 : 沼川居C)

天北・宗谷地域では，第主意己居心上に，砂・磁・粘土などを構成日とする地層がの

って u 、る Dがみとめられているが，このJUL居心時代については， 1940年前後まで，最

上部統として第三紀R1にふくめられていた。

また，名称It ，飯塚保 rl~郎 B)が ， i百川騨(北見殺~)附近在松式地と L てあたえた沼川

居が，現在ぐはひろくもち \，l 、ちれている。

1{~ 川厨は， との図l~rI\地域ではラ東部ο丘[r宅地の一部に，戸!日j貯を烏おって

波注しているが，模式地は?西隣の宗谷図III吊西43ο，戸 lin煉瓦工場附近であ

る。

と ω地妊のわ!ifj:，J( Hは，砂 "1熊・粘土たどであるが，機!母が主体となツてい

る。厚さは， 20m をこえることはない。

一般に水平に近い構造をとっていて，変位しているととは今たい。例外と

して，模式地では N200----却°E • NW·5° ，.....， 10oの定向・傾斜をしめしている。

沼川居は，前惑の上うに低位段Ii:堆積物に上って不整合に被ふくされてい

る。したがりて， {llf対立托物がIH~税ナろ 11なのものであぶることはあきらか

であるがフ この図柄J@.域で ;1. J1 t h'r:-わる\..、わ文止と ιつ関係がみられたい

ので， 1江川居が士!t市与を始めた時代はあ告らかで丈ζいコしかしの.この図幅

JIf!械で、は， 1)行i 川抵の災住している台JlJ.!. c)根内は， GO 、 40m であう、ζ，ほと

んど平坦な丘陵地にかぎられ， 2)変位をうけた証拠は少たく，ほとんど水平
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に近い椿迭をしめしている。 3) 分布を‘おおまかにみると， 東隅の犬1J1 (

三/ユプソト ·-iH) をふくむ Pi U \J JJj{!J!f'をとりか三むJi:1吃 I[lJ，だけに，かぎられて

いる傾向がbる。さらにの出成物は末凝凶でタ ひじ上ヲにやわらかい。ま

た， h). 天北・宗谷地域全般を通じてみると ， m川居の分布高j支は，おおよ

そ標高 90--100m.. を限度としていL，それ以上の高さのところには，まヲた

く護運していない。さらに治JIl)昔が護注している地形面は，今まで、わかって

いるうちでは， i日川居だけで形成されたもので，段丘:IW積物などをのせてい

ないタかなり千坦な百であるo とのような地形商がp 例制されてつくられた

ものかp あるいわ泊川)昔の土j~積回か，ということが問題になる。もし削剥両

だとすると， .地形。立で、οベた中位段丘群， ときには高校段丘群の形成され

た時にすでにけづられていたことになる。ところが，現在。中位段丘群・高

位段丘群が波注している地形Ttlfと，沼川居。地形両とをくらべてみると，そ

の新鮮度にクいて格段心主があり，沼川居の面の方がはるかによく保存され

-c ν、る。

とのようなことから，治川居は中位段丘形成。未期あるいわ中位段丘形成

後、の堆積物ではないかと推定される。

沼川居の基底部には，厚さ 3--5m CD ， かたり上く分級された砂磯厨をと

もなっているのが，普通で、ある。しかしサラキトマナイ西方の丘陵地では，

基底部にこのような砂磯居をともなわないで， }厚享さ 2--2.5mη1 CD友白色~淡拐

色の粘土}居昔(戸 /1問問!九叫iリj居ρ風化産

殻詑している。とのような)~~Q支部の上に，市111粒 (o 1t}~居を主としてタ砂厨タ粘

土居を， しばしばはさむ五厨部が護活している。この部分は，偽居にとんで

いるのが4才ちょうである。

明j居It ， 字大ないし小豆大の同磁・扇平・傑・角際じとれらのf1可をうづ占うる組事立の

砂とでなって U、る。傑の大きさ It ， が u 、して下部のものほど大き L 、。また礁の種類It ，

大部分が稚内!奇から由来した硬質頁去硯!と，芦間!苦から由来した泥岩礁である。この

ほかに，チャート・砂先・粘板岩・花尚岩などの向礁がまじシている。これらの古い

地居(先第三紀の地}奇j から由来したと考えられる諜It ， 充分に円騰されている。

砂層it，友白色ないし波禍色をてい L·，細粒から粗粒にわたるものまでぐ，多くの
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場合10-30cmていどの厚さで礁居生::d.. び粘土居と互唐している。

粘土居It，青友白色な u 、 Li炎同色の，芳わめ'Cf:軟なもので、ある。互層部fは， J

C川'" !Oemif...) 厚きで概居 ξ砂居心!日にはさまついろごとが， 4~v 、。サテキトマナイ附

近ぐ i工， 基底部り粘土居の中に，しばしば木片や炭質物をふくんでいる。

E 低位段丘堆積物

と L で、は，標高80m前後および40m前後co 2'0C7..J段丘団の上にのる堆積物

にクいてのベる。

とれら 2 '0の段丘二土佐積物は， ともに，構成物，硬さなどがにていて，区別

することがむづかしい。ことに基盤が戸川府の地域に発建しているものは，

80m , 40m段丘とともに，声n司}普から r11来した粘土居が，土佐積物の大部分を

構成していて， ζ の中に稚内府から由来した磯や粘板岩な Eの礁をふくんで

いる。たれ 80m段丘Jili積物には、火山夜起源と考えられJる黒色腐植土をふ

くんでいるととがp 特ち上う白守で、ある。

a. 80m 段丘堆 f積物 CThJ

80m 段丘は，半島部の東側むよび西側と，東南部丘陵地に分布している

が， とくに稚内市街地背後。庄の上に，模式的に護法している。しかし段丘

面上。堆積物のタ校:式的た露 tH は， ~~品の西海岸に両した 80m 段丘の庄上で、

みることができる。

西海岸で、は， この堆積物は，腐植土・砂・磯・粘土などで構成され，稚内

居の上に直接 CD0 ていて，厚さは約 9.5m にたつしている。

腐植土 It ， ~i:J ，禍色をていし，石英粒や安山:1 f!ff )1" をふくんでいるのが，特ちょう的

であヲて，火山友起源のものと考えられる。また，この中に植物の玄 f l" をしばしばふ

くんでいる。

砂層 It ， 友白色な u、し淡掲色の粗粒のもので， きわめて明瞭な葉王里をしめしてい

る。砂層には，しばしば青友色の粘土の持層をはさんでいる。

諜層白磯 It ，かなり.l: <分殺され，基質 It 未凝固の砂からなっている。献の耗類

It ，大部分が，稚内層の硬質頁岩の，指頭大ないし拳大の角礁であるが，そのほかに

粕板先・チャートなどの小豆大の同礁をふくんで u 、る。
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b. 40m 段丘堆積物 (T1 2 J

生Om. E之1むよ，主!三品先~'，\j l\fl ‘:足長上び:東 -;';\)1 1: 1定地に致注している。そ οなかで、

も， ノシャツプ lfllp 位台附・近のものは， もっとも模式的で，面の広さも最大で

ある。との上うた段丘而の I二には，厚さ 2---3m の砂磯居が θっている。こ

の堆積物は， 80m 段丘堆積物にくらべて，分級作用をうけたけい跡は，あま

りみられ宇，粗粒の砂と， ~三大~指頭大の燥が，や L 雑然と堆積している。

もちろん居理 ρ護遣はみられない。

硯nt，稚内層や声 I11J 厨など， ff立の地層の構成物から由来した，国際・届平磯・角

擦などが大部分をしめている。基盤が声I1 fJ 居となヲている場合には，基底部 i工芦間層

から由来した人頭大前後白粘土化した角離でしめられている。

B 沖積居群

沖積居群にふくめられるものは，すでにのベた 3 居である。

砂丘構成物は，西海岸の南部に，帯状に後建し， また崖錐・扇;りと堆積物と

したものは，半島部の急:崖をとりまいて分布している。 J中積!京は，沖積厨と

してーまとめにした堆積物で、クくられ，ている。

洪積居が， 30--40m の崖あるいは丘陵地ρ上に否違法しているのに反して，

沖積厨群としたものは，いづれも ifl t積両をつくって設建しているのが， lF5・ち

ょう的である。

I 砂丘構成物 (AsJ

この地域の砂丘は，坂ノ下から南の西海岸だけに，海岸線に平行に2列だけ

みられp 砂丘と砂丘ω問には， i泉地や詑j沼をのとしている。砂丘の高さは，

内側のものは，出面上 7 ，，-， Sm，外側のものは，10m. 前後で・ある。構成物は，中

粒ないし，組粒の友白色の砂であるが，石*粒にとみ，浮石片や安山岩片など

のほかに，黒色粘板岩，砂岩粒などをまじえている。このような砂丘の護，法は，

1). 基盤とたてコている岩居の硬さのちがい一一ーと L では，稚内居と戸間

!骨を構成する岩石の硬さのちがい一によクて，倒剥供給量がことなクて

いるため，すなわち，と L では，戸同居を基盤とした，坂ノ下から南に，
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発注を，そく~したと考えられる。

2)戸西海岸では，つねに三わらわれy また山・市!孔が p 卓越している

ことも，西海岸地域にだけ，税法をうながした以内となっているのではな

いかと考えられる。

E 崖錐・扇扶堆積物仁 AfJ

乙の堆積物は? とくに牛J，う郊にだけタ 目立てコて;技法している。キ島部の基

幣は，稚内居だけからなっていて， (r!~ 干fii自i とは，丘陵のたギが30·~80m の念

庄で接している。そのために出をさには，稚内居の崩潰したえrJ j:9J， i)~ ， i主錐とな

って殻注:している。また{rfl積回で， (r2:~C 河川の傾斜がゆるくなるために，沢

の入口には，上流からはこぼれてきた丹礁が，小型 ρ扇muu! をづくてコて，堆

積している。

稚内 j昔はすでにのべたように，戸間妊にくらべて，府理や裂理がよく護法

しているので，風化而では， !1JJift !1£ が， きわめて大きい。この乙とも，戸問

居。分布地域にくらべて，庄錐や扇朕堆積物。護法が日立ク， 1 クθ! 原因と

なっているのではなかろうか。

ill ;中積層 (A 1J

沖積府として ， lir 積原好を担積している砂傑居，泥安居および海岸に後建ー

する砂居などを特に他。 (ri~ 積物から区別した。

砂磯居。諺誌は，稚内 j昔および戸 jlH 居から rf I来したものが，大部分であるが

そのほかにチヤ円・ト，反岩・砂岩など ρノj、さな Pd1 t1~もまじえている。また

竹原千 _4) が漂礁としてとりあ心かうている琵 1.5m 犬。傑〈黒安司:花両岩

・閃緑治<£~}岩・輝総岩・桂岩などがあり， ξο うちでも，黒芸母花向岩が

大多数をしめると記載されている)も，沖積ほの一日にふくめる。このよう

な礁はとくに半島部の丘陵地や小沢 ρ 中，および東南部丘陵 .:!t~ をきざむ，巾

ο広い沢 o中に散在しているがフ このたきな礁の由来は，あきらかで、ない J

市天北地域に康く発達する噌幌}奇心中に i :r ，しばしば，このような火成岩礁が，入?

ていることが知られている。したがヨて，あるいは，噌幌居心中か ι洗い til され， liP

積層堆積前の河川系ではこぼれたものではな u、かと考えられる。
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第7 圃 ;中積層の柱朕図

〈ノシャツプ燈台附近〉

1 : 黒色腐植土

2 • 砂諜

3 : 粗粒砂

4 : 介殻破片・宇化石

ten ，11:[α c t?"α ， Umboniωn ， lVりJtwwα ，

i~己炭唐は，サラキトマナイ・大行{悶岸な~'の低地Jlifに，とくに務濯してい

るが，その!五さはあきらかでない。

ウヱンナイ川下流沿岸に， )宇;さ

1.5m の介殻砂居が後遺していると

とを，竹原平ーが報告している引が

調査当時は焚見できなかうた。しか

し，ノシャツプl叩燈台下。沖積居は

第 7 図のような柱朕をしめし ， Pec-

Nα tica などの年化石，介殻破片を

多数にふくむ，厚さ 1.5 m.以上白砂

磯居の護連をみている。 1 ウエンナイ

川のものも，おそらく，とれとおた

じような性質のものと考えられる。

第 7 草地 史

すでにのべたことがらと，まわりの地質状態からタ ζの地域白地質構成が

現在みられるようになった経緯を，あるていど推定することができる。

新第三来日

稚内居。下には，増幌居と呼ばれる，砂岩・頁岩・磯岩などから構成され

る地唐がま芝達している。しかも，油井記録から推定すると，増幌居と稚内居

。問には，イミ整合とみとめられるような，機岩居の否受注や，傾斜のちがいは

みられない。また稚内 j昔ο上には，声 [H]J 昔が，整合的に漸移しているととが
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あきら〉わで‘ある。

そとで、， との，'3 }昔は，心くともとの図柄のHr~Jえでは，一連のJ:Wf貨物とみる

ことができ上う。~ )J , ;1'H'i1o'!"JJ,[ {Iとみると，増 I[J)i;居から稚内府へと， ヲつ

りかわるにしたがって，堆積物は粗粒磯質 θ も ρから和如l河i

つて3烏忌り，また稚内居に入うている化石も，あるていど深い海に棲，臣、してい

たものであることをしめしている o したがうて，士宮幌居堆積時代は，浅海ま

たは瀕海であったが，稚内貯堆積時代には，それよりも深い海の状態であっ

たことが推定される口しかし戸!日 j府の堆積しはじめば，泥質物であるが末期

には砂質士j~積物が卓越していて，声!日j居士4~積の海は，ふたたびしだいに浅く

なったことを物託クている。また稚内居の下部は，かなり居正 ffiがあきらかで

あるが，上部になると不明!僚とたわさらに戸 nij厨になると，ほとんど無居

理の岩相がつ Y いている。とのことは稚内居の堆積当時は，や ι 間獄的な堆

積物の供給状態であったのに，稚内府の上部あよび戸間居では，連続的な供

給あるいわほとんど降りてコもるような堆積状態がつどいたのではないかと推

定される。増l悦居・稚内居・戸間賠堆積時代の火成活動は，これら o堆積地

を中心としておとなわれたものでは友いらしい。すなわち p 稚内居の下部

に，凝友岩ο薄府をはさんでいるだけで，直接，火成岩‘の噴 fH岩休はみられ

ない。しかし，戸 IHj尉の岩質が， 多分に凝友質であるととから，堆積当時に

はP かなりはげしい火山活動が土佐積金のまわりで，ゐこなわれた ζ とが推定

されるo

図幅地域には分布していないが，天北地域全般からみると，上にのぺたよ

うな物質の ttt積にひきつづ.いて，砂質あるいは傑質の岩和をしめず勇知居

と，そのI二に不整合に波注し控j~Jl( iFLl を主!容とする更別居とよばれる地居の，

堆積が烏こなわれている。増 I院居の堆積にはじまった堆積金は，稚内居堆積

期を頂点として， しだいに埋積されJて浅くなり，勇知居堆積後，一度陸化し

たようであるが，あまり大きた倒初期間ではなかフたと考えられ Jる。この地

域。油田構造を);>~定するような，かなり大きな遺構造運動は，むしろ，勇知

居よりさらに深い村 I~積相を示す更川崎の if!'積後に，長こなわれたようであ
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る。との構造運動にようであらわされJた椿浩線は，ほとんど南北にったがる

在向性をもっていろ。と心ととは， JU1. iH- の主向がァ Ff:i:-It'l''l:であるとととあい

まって，士宵幌暗からり)失ni昔さらに更別府にいたるまでのよt1i積盆の形一一一主主地

ののびρ方向一一旬をあるていどしめすものであlJ , またこの構造をづくうた

力の運動方向が，京間性のものであることを推定させるのでる。

E 第四来日

更別居の堆積後は，陸化に転じ ， {Efi勤運動が3なとなわれ， φなくとも高位

段丘の形成まで，この地域では下部洪積}昔に相当する堆積物をのこさすτ， も

つばら陸イヒの状態で、1'fリ去IJがおこなわれたようであと。すなわち，第四紀中葉

ごろになうて，はじめてリズミカル左上¥f.，沈降の運動にともない， r日川居

が堆積する前にすでに高位あるいは中1i'r.段丘一!百をてコくるような海浸や海退が

おとたわれたとみるととができる。

とのような段丘形成の経緯をへたのち，現在の声問原野から，その南方に

如i長くてムろがる新しい堆積地一一一泊川居を堆積するような盆地ーーができあ

がり，汗1m居の堆積が烏とたわれたので、あろう。しかし，この新しい堆積金

はすでに， 215三紀の時ο ものの工うた，大きさと深さをもつものではなく，

粗粒で， J字さもせいぜい20"，，30m にとどまるようた堆積物をもたら寸ていど

であり，また植物片をよういにとりこむことができるような，きわめ t浅い

海あるいは湖の主うた状態の堆積盆であったととが推定される。

沼川肝心堆積のりちに，ふたたび陸化して， この新しい堆積物をけづり，

ある地域ではほとんど平坦化するまでになるが， さらに，低位段丘群が形成

されるような海浸が%6"こなわれた。この時期には，火山友ο飛来もみること

ができるo これはこの地域の西南海上に l吃立する利尻火山に，その起源をも

とめる ζ とができそうである。このような経綜は，地質的な時聞からみる

と，ほとんどめまぐるしいほどο速さであてコたにちがいなく，低位段丘群D

形成後には，すぐにも上昇運動がおこわれて，現在みられるような沖積原を

形成している。治川居。かつての堆積盆は，こρ時期には，やはりかすかな
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たどりをみせている。すなわち，低地帯にす芝;宝する漁tiliや，大別・小沼とい

クた湖水が， それで、ある。 また， i叶!可iド1討U偵;引引抗I!吋5京G京(がでさ I::二る;過並位にはヲ ;海与ω)山i予ミ級i附:羽付

は，砂丘や砂堤が投;注主してf よりーそう平く， iff:!tl iJ u! の製油をうたがし一昔 IS

には泥炭居。土佐積をみた。

第 8 市 庭用地質一地下資源一

との地域には， 火成岩トはまったく務迷しておらや，火成岩トにともなう金属

鉱床はまったくみられない。

ζれに対して石油は， この地域。唯一のめぼしい鉱産資源として，古くか

らみとめられてきた。この地域で，石油の試掘や採油が，はじめておとたわ

れたのは，明治の後期であるが，昭和 6 ，.....， 8 年を最盛期として， しだいに去

退した。

しかし，筆者はヨぎにのぺるような理由から産油地としてのこの地域に，新たな期

待をいだいているものぐわる。

天北地域ぐ合油層としてとりあげられていろのは，噌幌居ぐあるが，いままぐは帯幌

居の中の合油帯を，単に構造上からさく'りあてようとするだけで，生成の背景となヲ

た古地理的経緯にてコ u、ての研究は，充分ぐなかでったと思われる。もしも;持来において

古地理的研究がすすめられれば，油田開発の上で，注けされる結果やろむことになろ

う。

たとえば，天北地域全般か通じて，;/f!f幌居は西北に i~1j くなョていると，ばく然とい

われているが，このことは稚内油田(チカップ油井〉ては，実際に帯幌!奇の全居にわ

たてコて，たしかめられたわげではな V'o したがヲて，たとえ採油の望みはないとして

も，あるいは調査の結果によヲて，ガス if f)田としての更生は，なお見拾でられるぺき

ではないと思われろ。

たお，最近にたって，この地域のー工業として護展している，煉瓦工業は

すべて戸間賠や泊川居の(風化物〉粘土を原料としているが，これはほとん

ど無尽蔵に近いというてよい。

また，火成岩がたいために， ζ の地域では砂利を入手するのが，かなり困

難な状態にあるというが，沼川居を構成する山砂列を活用すれば，このよう

な不便も，あるていどのぞかれるであろう。活路にしきつめる砂利ていどの
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ものであれば，充分間に合うと考えられるので，ーヲの資源ということがで

きる。

クぎに，明治年間から昭和初年まで、おこなわれた，石油採掘の足跡を竹原

千ーの報告4) をもとにしてふりかえてコてみたい。

との図柄で，かつて採油したのは，牛島四海岸ωチカップ部落l府近だけで

あるo とのほか，剖l徴地として 2 箇所が， しられている。

a, I日油井

位置:一一旧油井は，チカツフ。部落附・近の山手fBi]ム海岸線とにある。稚

内駅から約6.5kmで，パスの伎があり，交通はひじように上い。

浩草:一一記録にのとされているものは，ヨたのよ弓である。

(ll 明治 29 年から.3 0 :r p にわたてコて， 'I左藤某‘は，手堀井三:fJ tを堀ったが， 出水

になやまされ，そのうえ fHif!1 カむきわめてわ j= かたため，成功しなかった。

(2) その Dち，村井二鉱 :01~1~1 ミ式会社。子にうづり，大lE 2 年から 15 年にいた

る間に，制式で 5 :i i二を掘さくしたが，少量の出 if\] を採取しただけで，そのま

ま放置されたようである。

1.31 大lE 15 年，日本石油株式会社がタ権利を継承して，昭和 ~4 年から 7 年

にわたうて， 2jiニを堀さくし，そのうち 1 井を採油井としたが，ほどなく泊

量が減少したため，埋設鉄管を抜きとっている。

(41 そのご，帝石の手にうてコヴたが，昭和 9 年，担蔵原 1Ut は，ほとんどほ

りづくされていたので，廃山とした。

しかし，昭和 12 年，竹原千ーが調布した当時には，チカップ O{;:~~ 洛民の管理

で， I])' 量の!日川 II を拍 ~Il' ，していたという。

iこは 7 ナで iこ ;"I I ス・ !;~{-!1:. の IH はもちろんフ原油 ω流出も

ほとんどみとめら iしや，的穴も勺 まったくとう廃した状態にあった。

附近の地質. •

(1) 地表地 iJI--- すでにのべたように‘ こ(;')附註は，すべて稚内 j吾からな
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っていて，油井附近は，稚内居の比較的下部にあたっている。附近の走向・

傾斜からみて，かつてボーリングされた位置は，まえにのベた脊斜軸のうえ

にあって，位置としては，地居の構浩U:から， もっとも遁当であるo

(2) 油井地質 -1lhjf: 杭状図からみると，地表からほ';:' 180m までは y 硬

質頁岩・砂質頁岩からなっていて，稚内居の下部む岩相をしめすものと考え

られる。 180m から 500m! 別近までは，時次色たいし黒幼色のやわらかい頁

荒からなっていて，宗谷 1HI 川などに琵遣すミ増*-毘ほの， .rJtlS 岩手日にあたジて

いるようである。さらに 500m 以下 1200ml; 付近までは，民公. {6持活・砂岩た

どの互相からなっていて，増収、}世の中古 \S ないし下古.~にかけての岩相をしめす

ものと考えられる。

3) 油井記録ト一村井石川 1(0 手で、長こたわれたボ{リンク♂は， [j本であ

りて，いづれも制式である。また， 日石の手でおこなわたものは，ロ{クリ

{式 1 本，網式 1 ~*~十 2 本である。

表3第

坑|弼祢|開名
産油

1l: I 深度 Ie もヲとも多いもの)
(m) I 立方米 /day /深度)Jl

村井制式 i 件|大正 2 年 1 I}~ l 大正 7 6.F.6 J;J 1112.7 65 川町

I-...l....---,...... '0 h~ 1 f U I... r:: ，~~ '7 t::t I ..., fr¥ ., I 0.6
村井網式 2 岩井!大正同11 月 i グ 5!tf.7 月 l 肌3l /3mm

¥ --L.~ 0 h~ '7 r> I h 'f"\ h~ C ", !On'" A I 52
村井籾式 3 '5'井 i 大正 8 年 7 月 l グ 10 年 6 月!肌 4 I N.. 504 ・ 5m

I.l.-.-r. h~ n n I.. , A"~ A n I /"'7'" I 0.14
'I 4r~. 井|大 1£ 9 年少月 i グ 14 10 1ミ 4 月 637.5 II/", A L.. / '-r~ / /J 1 •.-I' • JJ IVJ.ｷ./I 18l.8'11l

j- 竺 J J;-11!?
ゲ 5 号井 i 大正 10年 4 月 i ヶ 10 年12 J:j I613.3II/，，~.，- I' ~ J" .~ I'~/" I ~.~.~ I ノ LJ t'6.6 11l

Irtll:-f.:uｷA """fr'lt::"t 1111"f.:t-9 r , .::10r-. f.lf7 r- r' I 0.12日石口式 l 号井|昭和 4 年12 月! Ufifr16 年12 }j I1475 ・ 51 U.12/ 一

I"n"'..'7 ". n n I.. '7 ,.-" r , '"n / I 0.19I日石納式 1'!J-井|昭和 7 年 2 月 !η 7!i. 1ミ 5 Jj 318.61 V.17 ;,I"."". .-U I U _.~.~ I I 3:'O.9m

すでにのベた工うに. との地域の油 )1: は、将(~内貯と増収貯の一部をぬいて
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と友るととができる上うた，砂居にとばしいととを，会\1るととができる。 7

本の油井から，深度・ 200m ， 350m ,500m， 1000m 附近に，合計!l IN- が投法してい

ることが，推定されるが，克油額からみると守それほどたきた!行油貯とは考

えられ，たい。各油井の j廿油拾が，かならす τ しも同一 j昔準，同一位 TI のも ρで

はなく，むしろ，局部的に護註したものか，破砕帯・裂 i加などを iHl そうとし

ているのではないかと考えられ J る。

b. 油徴

エノシユコマナイ中流の沢主支流(坂ノ下 ω点方形 J 1.4km) に，褐色を

しめす，かすかな主It徴がみとめられる。との附近は，戸 l百j貯の i吊二次官己岩から

たっているが，かなりわれ日がジ受注していて，あたかも，坂ノ下南方 0.5km

附近 D稚内妊に，波注する，ほピ点目性の:裂日(小断好と考えられる〉にてコ

ながるものと推定される o Jポ irh 徴は， このような裂目にそクて，主主 I:H したも

θであろう。

とのほかk:，坂ノー下から東北方約 1.5km の地点で， クサンル~坂ノ下問道

路が，ょこぎる小沢(泊称アヤメ ρ沢〉 ω_r. 流夜、 J 2501 日間近に，かジて社 h1肢

がみとめられたというが，調査当時は，たしかめるととができなかづた。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGIOALlHAPOFJAPAN

Sc 九Ie ， 1:50,000

W AKKANAI

(As a.hig九wa-3)

By

HiroshiOsanai

(GeologicalSurveyofHokka.ido)

Resume

TheWnldmnaidistrictoccupiestheNor 廿lern endofHokkaido.

Thegeologyconcerningthisareahadbeeninvestiga 七ed bymanygeo ・

logists(K.'Vatanabe, G.Koba. yashi, y.Ishida, y.Iizukn , H.Takehara)
andwasstudiedalreadymuchin de 七ail ， priorthewriterfieldwork

in1952.

Thegeological n汎p accom.paniedbYthis 七ex'!; injapanese was

madebnsingonhiso¥vnfieldsurvey1m も he didnotfeelanyneceｭ

ssarytorevise もhe form.erIII 九ps ， issuedby 0七her geologistsinany

impor ・tan 七 respects.

Inthefollowingpara 培培gl古1

def 九:tl七 可羽w士it日the

TheWakkanaiformation:Thisformationrepresentsthelowes 七

memberinthisarea, excepももhe subsurfacegroup.Li もhologica lI y this

formationisquitesimpleinn九七 nre ， themostpartofwhichiscom.pｭ

oBedofonlyso-called h九I' d shale, darkgr ゐy incolour, occasionally
veryrichintufa.ceousmaterial;whole もhickness ofwhichises -tim. a句d

tohe1110rethan1000111.FossilsarelessnUlll.erous, al七hough 七heyare
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rfl,reIy foundinsomewhere, especiallyinitslowerhorizon.Theage

of もhis formationisnowbelieve ヨ， asnsua1, tobetheL、te Miocene
or もhe Mio-Pliocene.

Fossilsare:

Soley α tokw~ αタαi Yolr ・ (numerous)

Acil α sp. indet.

Sαγ 'ept α cf γ・ specios αA. Adams (numerous)

Nuclll αnα sp. (numerons)

Portl αdia (Por tZ αndell α) jαponic α(Ad. etRev ・〉

p. (Yoldiellα) sp ・ nov・

Yoldia(Yoldia)sp.

Y. ( θnesteri'wn) sp.

Volsell α sp ・

Thy αsi γα bisect αConr 九d

Se γripes pαllpe γcul'us (Yok ・) (numerous)

S.groenl αndic α(Brug.)

S.yokoy αmαi Otuka

S.sp.

Mαcom α sp ・

Neptnne α sp. nov.

N.sp ・ indet ・

TheKoetoiformation:Thisformationcoversconformablythe

precedingformation;theformerofwhichismainlyconsistingin

gray mud-stone, beingmuchsofterthantheshaleoftheWakkanai

formation;mostlythemud-stonesareunstratifiedandoccasionally

verydiatomaceous. Nomegascopicfossilsareknownfromthisforｭ

mationofthisdistrict.Thewholethicknessmaybeestimatedtobe

morethan850m.Pliocenein 九ge ， roughestima.tion.

Pleistocenedeposits: Asitis clearlyshowninthegeological

mapmanycoast 九 I terracesindiffere 日t altitudedevelopewidelyin

thisare 九・ Amongthem , theter ・races 200m・ ,..,..,180 m.inheightabove

sea-lovel 凡re apparentlyhckinginanysedim.ents, whiletheterraces
l1eingtraceablebetweencontours150m..to120m , as'wellasterraces
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being80m.to40m.in altitude 九CcolD.pany alwaysgravel bedsin

differentthiclrness.Besidesthosegravelbeds, therearealsoPleistoｭ

cenedeposits, whichhasbeencalled under the nn.me of Numn.k
aw九 formation.Thisformationisalsoconsistingingravel, sand, clｭ

ayandsoforth , andisdecidedlycoveredunconformn.blybygravel
bedsrestingontheterraces80m.ω40 111..inalii もude. Howeverthe

sもratigraphical relationbetweenthemore higherterraces andthis

form 引ion wasandisnmvs-tillunknown.

Holocene deposits; There m九y benoneedtostatespecially

about もhe alluvialdepositsofthisarea , whichcomprise(1)thesands
formingthesand-dunesdevelopingalongtheseacoast, (2)talus

deposits devleopedalongthef00七 of these 九 cliffs ， and (3) sand,

gravel, clay, pe九七y deposits, andsofor 廿1 ， filled 七he alluvialplaines.
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Finn.llythewriter¥vishesｷtostatebrieflytheoilinthisdistrict.

SincetheJV[eijier n., theoilindicntionshavnbeenknowninftfew

loc n. li 七ies ， alo>19 theanticlinn.laxisrunningthroughthe \V 九kk 九nfti

andKoetoiformations. AtChiklmpu, immedia七ely Hortlト west from
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theOityof '\Vakkanai, facingthe sea 司 coast ， therehasbeendrilled

inseverallocalitiesalongtheanticlinal axissince1913;thedepth

of¥yellswere saidtobe variable, butsomeofwhichwerebelieved
tobe reached 1生75 m.; theoilreservoirof those wellsmightbe

estimatedtohethe member, representingthe upperhorizonofthe

Masuporoformation , whichislieingconformablyunderthe ・Wakka­

naiformation ,everywhereinthisdistrict.Howeverthosewellswere
unfortunatelywithlittlecapacity, about50cubicmetersperdayat

theirmaximum, andtheproductiondeclinedveryfastsince1934.

Thusthisfieldisnowabandoned.
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ロミ豆三宝 込さごとご〉

第 1 図 利t内市 r::j校附泣からみたは ri:rfJj

Tl] SOlnt 主任 '1'12: 40111.[';( 日:

第 2 図 宗谷からみた靴内小応部
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轍鮒酬蝋修



第 1 図 /シャツフ山甲からみた40m段 fr.l古i

TI~ 30-60111段丘而

:¥f I うOm 附近のLf-:f: A. 由

第 2 図 チカツ 7 南方に投達する 80m 段托両
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第 1 I盟 子力 Y ブ海作問、1"近のマー J!.- 借

第 2 図チカツ たノシヤヅプ 'jttft 附Qi:の4thnC，t li"II'11
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1'hyasiγa bisectαConr九d

(稚内チカツフ海岸産〉
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Fig.1. Sαrept α (P.) cj γ speciosa (A.Ada! 川)

Fig.2. Yaldi α ( Yoldille α ) sp ・ ηou·

Fig. 3.α . b.c ..Vept'U1wasp ・ nov.
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